




















1.はじめに 

学齢期小児の死因のなかで第1位を占めているのが「不慮の事故」であることは,あまりに

もよく知られている事実である。しかも,死にいたらない負傷事故を考慮すれば,今日の小

児の健康問題に関し,事故防止が最も重要な課題の一つであることは容易に理解できよう。 

学校の管理下における学齢期小児の災害の実態については日本学校安全会が,昭和 45 年度

より隔年に,その基本的事項について調査し,その結果を報告している。この小論では最新

の情報として,昭和 51 年度中に日本学校安全会が医療費,廃疾見舞金及び死亡見舞金の給

付を行った災害の実態をまとめた「学校管理下の災害一 8」(昭和 53年)の資料にもとずい

て検討を試みた｡ 

事故災害の発生の理由には当事者の行動を含む人的要因と,当事者のまわりの環境要因が

あり,現実には両者が互いに関連しあっておこることが多い。学齢期小児の生活設計につい

ては,小児自身の役割,家庭における両親の役割,学校における教師の役割が複雑に関連し

あうが,年少人口の資質という点から考えると小児自身の生活行動の問題をとり扱うのが

最も適切であると思う。そこで,ここでは,義務教育段階における小学校児童および中学校

生徒を対象としその負傷のなかで比較的多いといわれている休憩時間における負傷事故の

実態について,いささか検討を加えてみたいと思う。 


